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老
朽
化
が
進
む
公
共

施
設
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

町
の
公
共
施
設
の
多

く
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら
集
中

的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
み
今
後
、
大
規
模

修
繕
や
改
修
な
ど
が
必
要
な

状
態
。
こ
の
よ
う
な
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
は
、
全
国

的
に
大
き
な
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
国
で
は
25
年

に
「
新
し
く
造
る
こ
と
」
か

ら
「
賢
く
使
う
こ
と
」
へ
の

重
点
化
に
取
り
組
み
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
も
国
の

動
き
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
28
年

度
に
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
社
会
的

構
造
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
合
わ
せ
た
公
共
施
設
の
最

適
配
置
と
効
果
的
な
利
活
用
、

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理

を
推
進
し
、
更
新
に
係
る
財

政
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

個
別
施
設
の
具
体
的
な
整

備
計
画
は
、「
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
」
を
32
年
度
の

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
。

森林での伐倒作業

議
員

町
長

一般質問

公
共
施
設
の
整
備

や
保
育
、
伐
採
な
ど
の
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
30
〜

50
㌶
程
度
で
植
栽
・
間
伐
・
下

刈
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
内
の
木
材
需
要

は
北
上
市
に
大
型
合
板
工
場

が
稼
働
し
た
こ
と
や
、
一
戸

町
や
野
田
村
で
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
が
稼
働
し

た
こ
と
に
よ
り
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
木
材
市
況
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
有
林
の
人
工
林
は
、
こ
れ

　
　
　

町
有
林
を
活
用
し
雇

用
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
考
え
は
。

　
　
　

現
在
、
町
有
林
は
葛

巻
、
江
刈
、
田
部
の
３
事
業

区
に
区
分
し
管
理
し
て
お

り
、
総
面
積
は
１
６
５
８
㌶

で
、
そ
の
う
ち
人
工
林
が
54

㌫
、
天
然
林
が
46
㌫
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
の
一

つ
で
あ
る
林
業
の
計
画
的
か

つ
適
切
な
管
理
に
努
め
る
た

め
町
森
林
整
備
計
画
を
策
定

し
、
森
林
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
や
管
理
に
係
る
施
業

方
針
を
定
め
、
５
年
ご
と
に

内
容
を
見
直
し
な
が
ら
造
林

議
員

町
長 町

有
林
の
有
効
活
用

葛巻病院の西口玄関（役場側）

一般質問

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

　
　
　

病
院
の
検
討
委
員
会

で
病
院
入
口
周
辺
の
話
し
合

い
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　

葛
巻
病
院
で
は
、
経

営
状
況
の
審
議
機
関
と
し
て

職
員
で
構
成
す
る
病
院
経
営

検
討
委
員
会
と
、
住
民
の
代

表
な
ど
で
構
成
す
る
病
院
経

営
審
議
委
員
会
の
二
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
年
２
回
ほ
ど
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
会
で
は
、

病
院
の
予
算
や
決
算
の
ほ
か
、

診
療
体
制
な
ど
病
院
経
営
全

般
を
議
題
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
会
議
で
は
、
病
院

の
入
口
の
件
は
議
題
・
話
題

と
な
っ
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　

病
院
の
入
口
周
辺
の

整
備
の
完
成
は
。

　
　
　

外
構
工
事
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
町
の
拠
点
と
な

る
新
庁
舎
の
整
備
と
合
わ
せ

て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

町
長

　
　
　

病
院
に
来
る
患
者
の

足
元
が
悪
い
こ
と
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

病
院
に
来
院
さ
れ
る

方
は
、
平
日
の
日
中
は
役
場

議
員

議
員

議
員

町
長 委

員
会
で
の
話
し
合
い

入
口
周
辺
の
整
備

病
院
入
口
の
不
便

問

答

老朽公共施設の整備計画は

個別計画を 32 年 度 に 策 定

問

答

病院の入口周辺の整備は

新 庁 舎 整 備 後 に 対 応

ま
で
と
同
様
に
間
伐
、
保
育

な
ど
の
育
林
作
業
を
計
画
的

に
進
め
る
考
え
。

　

町
で
は
、
酪
農
や
林
業
な

ど
の
１
次
産
業
を
振
興
す
る

こ
と
で
、
担
い
手
や
若
者
の

働
く
場
の
確
保
、
移
住
・
定

住
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
対
策

を
講
じ
て
き
た
。
林
業
の
振

興
、
森
林
整
備
を
図
る
た
め

に
県
や
全
国
森
林
組
合
連
合

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
必
要
な
支
援
を
行
い
新

た
な
雇
用
に
つ
な
げ
た
い
。

側（
西
口
）と
葛
巻
小
学
校
側

（
東
口
）の
２
カ
所
の
玄
関
を

利
用
。
調
剤
薬
局
や
バ
ス
停

が
あ
る
西
口
玄
関
の
利
用
が

多
い
。

　

西
口
玄
関
は
、
町
道
と
の

接
続
が
段
差
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
階
段
を
設
置
し
て
い

る
が
冬
期
間
は
屋
根
か
ら
落

雪
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
南
側（
堤
防
側
）に
迂
回

し
、
不
便
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
初
、
旧
病
院
解
体
撤
去

後
に
病
院
の
駐
車
場
を
含
む

外
構
工
事
を
実
施
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
庁
舎
を
病
院

と
隣
接
す
る
形
で
整
備
す
る

こ
と
か
ら
、
施
工
の
重
複
を

避
け
る
た
め
当
面
の
間
は
現

況
で
の
利
用
を
お
願
い
す
る
。

で
、
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
感
、

安
全
性
に
配
慮
し
た
人
・
乗

り
物
の
動
線
の
確
保
、
施
設

間
の
往
来
の
利
便
性
の
向
上

な
ど
が
図
ら
れ
る
。

　

新
庁
舎
の
整
備
は
、
大
き

く
二
つ
に
分
け
て
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
病
院
に
隣

接
整
備
す
る
新
庁
舎
棟
と
、

病
院
前
を
含
め
た
周
辺
の
外

構
工
事
を
１
期
工
事
と
し
て

お
り
、
31
年
度
上
期
に
発
注
、

完
成
は
２
年
後
の
32
年
度
末

を
目
指
し
て
い
る
。


